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第 1 章 問題の背景と所在 

 いじめ防止対策推進法では，いじめを「児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学

校に在籍している等当該児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は

物理的な影響を与える行為であって，当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感

じているもの」と定義した(文部科学省，2013)。 

 坂西(1995)，香取(1999)は，いじめ被害体験者はいじめを受けてから長期間を経た後で

も心理的・身体的にネガティブな影響を受ける可能性があることを明らかにしている。一

方で，いじめ被害経験が必ずしも悪影響だけを与えるわけではなく，「他者尊重」や「精

神的強さ」等の肯定的な影響を与えることが明らかになっており，いじめ被害体験と被害

者のその後の適応状態との間を媒介する変数の存在が強く指摘されている。 

 亀田・相良(2011)は，いじめられた体験を通して自己成長感を自覚している群では，自

己開示からソーシャルサポートを得ており，支えてくれる重要な他者の存在があることを

示唆した。他にも，積極的な対処法，肯定的意味づけ，ポジティブ思考が自己成長感と関

連していることを示唆した。 

 亀田・相良(2011)，橋本(2012)は，状況を捉えることや深く考える等の個人の持つレジ

リエンスは，いじめ被害からの回復に関連していることを示唆した。 

 近藤(2012)は，トラウマを抱えている場合，基本的自尊感情を育むことが心的外傷後成

長を支えるためには重要であると示唆した。 

 

第 2 章 目的と研究意義 

本研究では，大学生を対象に，いじめ体験の立場を分類していじめ影響が自己成長に繋

がる過程について検討を行うことを目的とする。 

Roth el al，(2002)は，いじめを受けることで社会的状況を回避するようになり，社会

スキルの学習や実践の機会の減少という事態を招くことを示唆した(荒木，2005)。社会に

出る前の大学生の時期において，過去のいじめ体験を自己成長に発展させることに関連す

る要因を明らかにすることは有意義であると考えられる。この研究の成果は，過去のいじ

め体験を肯定的な自己成長に結びつける方法の開発につながると期待される。 

 

第 3 章 方法 

3.1 調査対象者 

 A 大学に所属している 18～24 歳の大学生男女約 300～350 名程度とする。 

 

3.2 調査方法 

 調査は，研究担当者が調査協力を承諾くださった先生方の授業終了時に，倫理的配慮を

説明した後，Web 形式の「調査票」の URL および QR コードが記載された「調査協力のお願

い」から読み取ってもらい，無記名で回答してもらった。 

 

3.3 質問紙 

調査方法として，質問紙調査を実施した。質問紙の内容は以下である。 

（１）対象者に関する(年齢，性別，学年)について問う項目 
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（２）いじめられたことがあるかない/いじめを見たことがあるかないかについて問う項

目               

（３）いじめに遭遇した時期について問う項目(複数回答可) 

  小学生のとき・中学生のとき・高校生のときかを問うこととした。 

（４）いじめ影響 

香取(1999)によるいじめ影響尺度を使用した。いじめ影響尺度は，情緒的不適応，他者

尊重，同調傾向，他者評価への過敏，精神的強さ，進路選択への影響の６因子からなる。

本研究は，いじめを受けた，見た体験直後の影響を考えるために，精神的強さ，進路選択

への影響は直後の影響ではないため除外し，情緒的不適応 7 項目，他者尊重 7 項目，同調

傾向 5 項目，他者評価への過敏 5 項目の４因子全 24 項目を採用した。４件法で行った。 

（５）大学生用ソーシャルサポート 

片受・大貫(2014)による大学生用ソーシャルサポート尺度 23 項目を使用した。本尺度

は，評価的サポート 10 項目，情報・道具的サポート７項目，情緒・所属的サポート 6 項目

の 3 因子からなり，４件法で行った。 

（６）レジリエンス 

石毛・無藤(2006)による中学生用レジリエンス 19 項目を使用した。今回，大学生にも適

応可能な項目内容であったためにこの尺度を使用した。本尺度は，意欲活動性 10 項目，内

面共有性 6 項目，楽観性 3 項目の 3 因子からなり，4 件法で行った。 

（７）自尊感情 

Rosenberg(1965)が作成し Mimura&Griffiths(2007)が邦訳した「Rosenberg 自尊感情尺

度」10 項目を使用した。4 件法で行った。 

（８）自己成長 

Taku, Calhoun, Tedeschi, Gil-Rivas, Kilmer, & Cann. (2007)による PTGI-J:日本語

版-外傷後成長尺度 21 項目を使用した。本度は，他者との関係 7 項目，新たな可能性 5 項

目，人間としての強さ４項目，精神的変容 2 項目，人生に対する感謝 3 項目の 5 因子から

なり，６件法で行った。 

 

3.5 分析方法 

 いじめられたことがある群といじめられたことはないがいじめをみたことがある群で，

質問紙で用いた尺度の値に差があるか t 検定を行って調べた。次にいじめられたことがあ

る群といじめられたことはないがいじめをみたことがある群別に相関分析を行った後，い

じめ影響４因子，ソーシャルサポート，レジリエンス２因子を独立変数に，自尊感情を従

属変数として，強制投入法による重回帰分析を行った。また，いじめ影響４因子，ソーシ

ャルサポート，レジリエンス２因子，自尊感情を独立変数に，自己成長を従属変数として，

強制投入法による重回帰分析を行った。  

 

第 5 章 結果 

5.3 いじめられたことがある群，いじめられたことはないがいじめをみたことがある群

の差 

各尺度と各因子のいじめられたことがある群，いじめられたことはないがいじめをみた
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ことがある群との差をみるために，ｔ検定を行った。その結果，いじめ影響尺度に有意差

が見られ(t(222)=-4.80,p<.01)，いじめられたことはないがみたことがある群よりいじめ

られたことがある群の方が高かった。情緒的不適応に有意差が見られ (t(222)=-

6.83,p<.01)，いじめられたことはないがみたことがある群よりいじめられたことがある

群の方が高かった。他者評価への過敏に有意差が見られ(t(222)=-3.04,p<.05)，いじめら

れたことはないがみたことがある群よりいじめられたことがある群の方が高かった。 

  

5.4 各尺度の関連 

（1）いじめられたことがある群 

いじめられたことがある群において，各尺度間に関連があるのかを明らかにするた

め，各尺度間の相関係数を算出した。 

情緒的不適応と同調傾向間において，有意な中程度の正の相関（r=.51,p<.01）を示し

た。情緒的不適応と他者評価への過敏間において，有意な中程度の正の相関

（r=.48,p<.01）を示した。情緒的不適応と自尊感情間において，有意な弱い負の相関

（r=-.37,p<.01）を示した。 

 他者尊重と同調傾向間において，有意な弱い正の相関（r=.29,p<.01）を示した。他者

尊重と他者評価への過敏間において，有意な弱い正の相関（r=.36,p<.01）を示した。他

者尊重とソーシャルサポート間において，有意な弱い正の相関（r=.35,p<.01）を示し

た。他者尊重と自己解決間において，有意な中程度の正の相関（r=.52,p<.01）を示し

た。他者尊重と他者のサポート間において，有意な弱い正の相関（r=.34,p<.01）を示し

た。他者尊重と自尊感情間において，有意な弱い正の相関（r=.29,p<.01）を示した。他

者尊重と自己成長間において，有意な中程度の正の相関（r=.59,p<.01）を示した。 

同調傾向と他者評価への過敏間において，有意な中程度の正の相関(r=.58,p<.01)を示

した。同調傾向と他者のサポート間において，有意な弱い正の相関（r=.25,p<.01）を示

した。同調傾向と自尊感情間において，有意な弱い負の相関（r=-.28,p<.01）を示した。 

 他者評価への過敏と他者のサポート間において，有意な弱い正の相関（r=.38,p<.01）

を示した。他者評価への過敏と自尊感情間において，有意な弱い負の相関

（r=-.21,p<.05）を示した。  

ソーシャルサポートと自己解決間において，有意な中程度の正の相関（r=.43,p<.01）

を示した。ソーシャルサポートと他者のサポート間において，有意な中程度の正の相関

（r=.49,p<.01）を示した。ソーシャルサポートと自尊感情間において，有意な弱い正の

相関（r=.22,p<.01）を示した。ソーシャルサポートと自己成長間において，有意な弱い

正の相関（r=.37,p<.01）を示した。 

自己解決と他者のサポート間において，有意な弱い正の相関（r=.27,p<.01）を示し

た。自己解決と自尊感情間において，有意な中程度の正の相関（r=.52,p<.01）を示し

た。自己解決と自己成長間において，有意な強い正の相関（r=.70,p<.01）を示した。 

 他者のサポートと自己成長間において，有意な弱い正の相関（r=.34,p<.01）を示し

た。 

自尊感情と自己成長間において，有意な中程度の正の相関（r=.48,p<.01）を示した。 

（2）いじめられたことはないがいじめをみたことがある群 
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いじめられたことはないがいじめをみたことがある群において，各尺度間に関連があ

るのかを明らかにするため，各尺度間の相関係数を別に算出した。 

情緒的不適応と同調傾向間において，有意な中程度の正の相関（r=.41,p<.01）を示し

た。情緒的不適応と他者評価への過敏間において，有意な中程度の正の相関

（r=.43,p<.01）を示した。情緒的不適応とソーシャルサポート間において，有意な弱い

負の相関（r=-.26,p<.05）を示した。情緒的不適応と自己解決間において，有意な弱い負

の相関（r=-.30,p<.01）を示した。情緒的不適応と他者のサポート間において，有意な弱

い負の相関（r=-.22,p<.05）を示した。情緒的不適応と自尊感情間において，有意な中程

度の負の相関（r=-.52,p<.01）を示した。 

他者尊重と他者評価への過敏間において，有意な弱い正の相関（r=.39,p<.01）を示し

た。他者尊重とソーシャルサポート間において，有意な弱い正の相関（r=.27,p<.01）を

示した。他者尊重と自己解決間において，有意な弱い正の相関（r=.27,p<.01）を示し

た。他者尊重と自己成長間において，有意な弱い正の相関（r=.29,p<.01）を示した。 

同調傾向と他者評価への過敏間において，有意な中程度の正の相関（r=.65,p<.01）を

示した。同調傾向と自己解決間において，有意な弱い負の相関（r=-.26,p<.05）を示し

た。同調傾向と自尊感情間において，有意な中程度の負の相関（r=-.49,p<.01）を示し

た。同調傾向と自己成長間において，有意な弱い負の相関（r=-.23,p<.05）を示した。 

ソーシャルサポートと自己解決間において，有意な中程度の正の相関（r=.55,p<.01）

を示した。ソーシャルサポートと他者のサポート間において，有意な中程度の正の相関

（r=.53,p<.01）を示した。ソーシャルサポートと自尊感情間において，有意な弱い正の

相関（r=.31,p<.01）を示した。ソーシャルサポートと自己成長間において，有意な弱い

正の相関（r=.28,p<.01）を示した。 

自己解決と他者のサポート間において，有意な中程度の正の相関（r=.48,p<.01）を示

した。自己解決と自尊感情間において，有意な中程度の正の相関（r=.49,p<.01）を示し

た。自己解決と自己成長間において，有意な中程度の正の相関（r=.42,p<.01）を示し

た。 

他者のサポートと自己成長間において，有意な弱い正の相関（r=.23,p<.05）を示し

た。 

自尊感情と自己成長間において，有意な中程度の正の相関（r=.47,p<.01）を示した。 

 

5.5 各尺度の影響 

（1）いじめられたことがある群 

自尊感情に対する重回帰分析では，情緒的不適応，他者尊重，自己解決から自尊感情に

対する標準偏回帰係数(β)が有意である一方で，同調傾向，他者評価への過敏，ソーシャ

ルサポート，他者のサポートから自尊感情に対する標準偏回帰係数は有意ではなかった

(Table1)。 

自己成長に対する重回帰分析では，他者尊重，同調傾向，自己解決，自尊感情から自己

成長に対する標準偏回帰係数(β)が有意である一方で，情緒的不適応，他者評価への過敏，

ソーシャルサポート，他者のサポートから自己成長に対する標準偏回帰係数は有意ではな

かった(Table2)。 
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（2）いじめられたことはないがいじめをみたことがある群 

自尊感情に対する重回帰分析では，情緒的不適応，同調傾向，自己解決から自尊感情

に対する標準偏回帰係数(β)が有意である一方で，他者尊重，他者評価への過敏，ソーシ

ャルサポート，他者のサポートから自尊感情に対する標準偏回帰係数は有意ではなかった

(Table3)。 

自己成長に対する重回帰分析では，情緒的不適応，自尊感情から自己成長に対する標

準偏回帰係数(β)が有意である一方で，他者尊重，同調傾向，他者評価への過敏，ソーシ

ャルサポート，自己解決，他者のサポートから自己成長に対する標準偏回帰係数は有意で

はなかった(Table4)。 

 

第 6 章 考察 

 本研究では，大学生を対象に，いじめ影響が自己成長に繋がる過程について検討をした。 

 各尺度間の影響で注目するべきところは以下の通りである。 

1）いじめられた経験がある人は，他者尊重やレジリエンスの自己解決が自尊感情，自己

成長に正の影響を及ぼしていることが明らかになった。亀田・相良(2011)は，いじめられ

た体験から自己成長に至るプロセスにおいて自己開示，ソーシャルサポート，重要な他者

の存在，肯定的意味づけ，ポジティブ思考などが自己成長感に至る重要な促進要因である

と示唆している。そのため，本研究でもいじめられたことがある群は，いじめの影響を受

B SE B β B SE B β

説明変数 説明変数

情緒的不適応 -0.28 0.08 -.31 *** 情緒的不適応 0.09 0.13 .05

他者尊重 0.20 0.10 .19 * 他者尊重 0.60 0.15 .29 ***

同調傾向 -0.09 0.07 -.11 同調傾向 -0.27 0.12 -.17 *

他者評価への過敏 -0.04 0.08 -.05 他者評価への過敏 0.13 0.13 .08

ソーシャルサポート -0.02 0.09 -.02 ソーシャルサポート 0.16 0.15 .07

自己解決 0.61 0.12 .45 *** 自己解決 1.02 0.21 .39 ***

他者のサポート -0.09 0.08 -.09 他者のサポート 0.20 0.13 .11

R² .44 自尊感情 0.30 0.14 .16 *

基準変数：自尊感情 R² .60

*p<.05，**ｐ＜.01，***ｐ＜.001 基準変数：自己成長

*p<.05，**ｐ＜.01，***ｐ＜.001

Table2．自己成長への重回帰分析Table1．自尊感情への重回帰分析

B SE B β B SE B β

説明変数 説明変数

情緒的不適応 -0.39 0.11 -.34 ** 情緒的不適応 1.06 0.23 .48 ***

他者尊重 0.02 0.11 .02 他者尊重 0.23 0.21 .11

同調傾向 -0.30 0.10 -.33 ** 同調傾向 -0.36 0.20 -.21

他者評価への過敏 0.11 0.12 .12 他者評価への過敏 0.17 0.23 .09

ソーシャルサポート 0.10 0.13 .08 ソーシャルサポート 0.17 0.24 .08

自己解決 0.44 0.14 .34 ** 自己解決 0.34 0.29 .14

他者のサポート -0.13 0.11 -.12 他者のサポート 0.25 0.22 .12

R² .47 自尊感情 0.99 0.21 .52 ***

基準変数：自尊感情 R² .47

*p<.05，**ｐ＜.01，***ｐ＜.001 基準変数：自己成長

*p<.05，**ｐ＜.01，***ｐ＜.001

Table4．自己成長への重回帰分析Table3．自尊感情への重回帰分析
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けても他者を尊重するような正の影響が働いた場合，自分自身の成長だけではなく，相手

を尊重することも含めて成長に向かっていこうとする傾向があると考えられた。一方で，

いじめられたことはないがいじめをみたことがある群は他者尊重が自己成長には直接結び

つかないことが明らかになった。坂西(1995)は，何をもっていじめと考えるかは，当人の

主観によるところが大きいと述べている。つまり，外部の人はからかいだと見る行為であ

っても，当人が心理的・身体的苦痛を感じ，いじめであると受けとめるなら,それはいじめ

になると示唆している。そのため，いじめをみたときにその人の認知の違いや，いじめを

みた程度や内容によっても変化してくるのではないかと考えられる。また，小塩ら(2002)

は，精神的回復力と自尊感情には有意な正の相関がみられることが明らかにしている。そ

のため，2 群ともレジリエンスの自己解決が高いほど，自尊感情は高くなったのではない

だろうか。安田・宮崎(2013)は，いじめという経験や何かしらのショックな出来事が起き

てもレジリンスを高めるということは，ストレス耐性を上げることに繋がるということを

示唆した。そのため，２つの群においてどの立場であっても自己解決を高めることによっ

て自尊感情が高くなり，それが自己成長に繋がっていくのではないかと考えられる。磯田・

西藤・寺嶋(2011)は，困難な状況を成長の機会と肯定的に捉えるだけでなく，実際に行動

を統制できると認知していることがレジリエンスに大きく影響していると示唆している。

平野(2010)は，問題解決志向，自己理解，他者心理の理解など，獲得的レジリエンス要因

を自分の気持ちや考えを把握することによって，ストレス状況をどう改善したいのかとい

う意志をもち，自分と他者の双方の心理への理解を深めながら，その理解を解決につなげ，

立ち直っていく力であると示唆された。本研究ではいじめの影響に関しては他者の力を借

りるだけではなく自分自身で解決し立ち直ることが成長に繋がっていくのではないかと考

えられる。 

2）いじめられた経験がある人の場合，情緒的不適応は自己成長には自尊感情を介して負

の影響があるという結果が出た一方で，いじめられたことはないがいじめをみた経験がある

人は，情緒的不適応は自尊感情に負の影響を持ち，自己成長には正の影響があることが明ら

かになった点である。いじめをみた経験がある人は，いじめの情緒的不適応の影響を受けな

がらも自分自身がしっかりとしないといけない，自分自身を頼っていこうという認知から自

己成長に発展したのではないかと考えられる。したがって両者では，いじめ影響の受け方に

差があった可能性が考えられる。この点は先行研究では，明らかにされていない新しい知見

なのではないかと考えられた。  
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